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第３回定例会のあらまし

議案等の審議結果

一般質問Q＆A
   （１０議員が質問）

委員会の焦点

決算審査特別委員会の概要第３回定例会
発行／君津市議会 
編集／きみつ市議会だより
　　　編集委員会

市議会
だより

　このたびの台風２５号により被災された皆様に、心からお見舞い申し上げます。
　市議会としましても、関係機関との連携や各議長会を通じた要望などにより、
市民の皆様が一日も早く安全安心な生活ができるよう、力を尽くしてまいります。 
　被害のあった道路は関係機関や事業者の皆様のご協力により復旧が進められ
ております。１１月下旬からは亀山オータムフェスティバルが開催されるほか、
１２月にかけて市内各地で紅葉が楽しめますので、今年の秋は市内で紅葉鑑賞
はいかがでしょうか。

号
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リニューアルの内容に市民プール
が含まれていないため、反対する

・寄附金について、寄附者の意向によ
り企業名や金額が非公開となって
いるケースがあったため反対する。
・算定誤りによって交付された約２
億円の特別交付税が国に返還さ
れていないため反対する。

　本事業は脱炭素化に大きく貢献
するものと考える。安全面について
は、各過程において保安措置が計画
されている。また、事業実施につい
ては九十九里沖の試掘結果や安全
性評価等を踏まえ判断されるものと
理解する。

　人件費等の義務的経費が増加す
る中で、税収の増加に支えられた面
もあるが、経営改革の推進、予算の
効率的な執行により経常収支比率
も若干ではあるが改善が見られ、評
価できる。また国の交付金の活用な
ども行われ、効果的に予算を執行し
ているものと考える。

　本事業の安全性においては懸念
点が多くあるほか、わが国における
二酸化炭素の排出量は中国やアメ
リカに比べて少なく、莫大な費用を
かけて対策を行うことに疑問を感じ
る。

本会議における主な討論本会議における主な討論
議案第４号

賛成賛成反対

内みのわ運動公園リ

ニューアル工事請負

契約の締結について

令和７年度君津市一

般会計歳入歳出決算

の認定について

認定第１号

陳情第７号

「九十九里沖ＣＣＳ事

業の中止撤回を国に

求める意見書」採択

に関する陳情書

　第３回定例会は、９月３日から９月３０日までの２８日間　第３回定例会は、９月３日から９月３０日までの２８日間
の会期で開かれました。の会期で開かれました。
　今定例会では、令和７年度君津市一般会計歳入歳出　今定例会では、令和７年度君津市一般会計歳入歳出
決算の認定など、市長提出の議案１６議案と陳情１件を決算の認定など、市長提出の議案１６議案と陳情１件を
審議し、慎重審査の結果、陳情１件を不採択とし、そのほ審議し、慎重審査の結果、陳情１件を不採択とし、そのほ
かは原案のとおり可決・認定されました。かは原案のとおり可決・認定されました。
　一般質問では、１０人が登壇し、市政運営等について、　一般質問では、１０人が登壇し、市政運営等について、
活発な議論がされました。活発な議論がされました。

主 な 日 程主 な 日 程

第３回定例会 （ ９月 ）

９/３㈭
本会議
(招集日)

会期の決定、議案等の上程
など

７㈪ 本会議 一般質問

８㈫ 本会議 一般質問

９㈬ 本会議
�一般質問、追加議案の上程、
決算審査特別委員会の設置、
委員会付託　など

10㈭ 建設経済常任委員会

11㈮ 教育福祉常任委員会

14㈪　 総務常任委員会

16㈬

決算審査特別委員会17㈭

18㈮

30㈬
本会議

（最終日）
委員長報告、質疑、討論、採
決、追加議案の上程など

議案１６件、議案１６件、

陳情１件を議決陳情１件を議決

令和７年度各会計歳入歳出決算の認定、令和７年度各会計歳入歳出決算の認定、
内みのわ運動公園リニューアル工事内みのわ運動公園リニューアル工事
請負契約の締結など請負契約の締結など

令和８年　　　　　

第３回定例会のあらまし
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氏
　
　
名
　
山や

ま

中な
か　

茂し
げ
る

住
　
　
所
　
君
津
市
植
畑

出
生
年
月
　
昭
和
53
年
２
月

NEWS

第６号　

第７号　 第８号　

公共施設整備基金積立金

3億円

前年度決算剰余金を公共施設整備基金に
積み立てます。

今定例会では、 君津市一般会計補正予算 （第６号～８号） に今定例会では、 君津市一般会計補正予算 （第６号～８号） に

係る議案の審議を行いました。 主な事業は以下のとおりです。係る議案の審議を行いました。 主な事業は以下のとおりです。

　第６号では令和８年台風第７号・８号、第７号では令和８年８月千葉豪雨
（８月13 日・14 日）、第８号では令和８年台風第 25 号により被災した農業
施設や道路等について、それぞれ復旧に要する経費を計上します。

新たな議員が誕生
　去る 10 月 25 日に執行さ
れた市議会議員補欠選挙に
おいて、山中　茂 氏が当選
されました。

第 ６ 号 第 ７ 号 第 ８ 号
農業施設災害復旧事業 2,310万円 1,410万円 5,800万円
林業施設災害復旧事業 1,650万円 730万円 5,900万円
農地災害復旧事業 ー 40万円 1,660万円
道路橋梁災害復旧事業 6,242万3千円 1,512万1千円 1億9,400万円
河川災害復旧事業 800万円 1,195万円 3,600万円
公園施設災害復旧事業 ー ー 5,000万円
文教施設災害復旧事業 ー ー 500万円

災 害 復 旧 費（第 6 号～第 8 号）

財政調整基金積立金

市税過誤納還付金 予備費

15億2,063万9千円

3,400万円 3億円

前年度決算剰余金を財政調整基金に積み
立てます。

市税の 10 月還付処理において、過誤納還
付金が不足することが見込まれるため増額
します。

今後の災害等、緊急性が高く、直ちに執
行する必要がある支出に備え増額しま
す。

｜一｜般｜会｜計｜
｜補｜正｜予｜算｜

主主なな事業事業をを
　　紹介紹介ししまますす

令和８年度



4きみつ市議会だより  No.166

◆陳情
陳情番号 件　　　名

陳情第７号 「九十九里沖ＣＣＳ事業の中止撤回を国
に求める意見書」採択に関する陳情書

●
不採択

議
長● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ●

※議長は、地方自治法第116条の規定により、採決に加わっていません。 表の見方　　○：賛成　●：反対

出席議員全員が賛成した議案（全会一致）

議案番号 件　　　名

議案第１号 一般職の職員の特殊勤務手当支給条例の一部を改正する条例の制定について

議案第２号 君津市認可地縁団体印鑑条例の一部を改正する条例の制定について

議案第３号 君津市中小企業資金融資及び利子補給に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第５号 財産の取得について

議案第６号 令和８年度君津市一般会計補正予算（第５号）についての専決処分の承認を求めることについて

議案第７号 令和８年度君津市一般会計補正予算（第６号）

議案第８号 令和８年度君津市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

議案第９号 令和８年度君津市介護保険特別会計補正予算（第１号）

議案第１0号 令和８年度君津市一般会計補正予算（第７号）

議案第１１号 令和８年度君津市一般会計補正予算（第８号）

認定第５号 令和７年度君津市農業集落排水事業会計決算の認定について

◆市長提出議案

賛否の分かれた議案等
◆市長提出議案

議
決
結
果

令和新政 麒麟 明政会 きみつ未来 公明党 諸派 諸派 諸派
小
倉
　
靖
幸

大
和
ヒ
ロ
シ

天
笠
　
　
等

鶴
岡
　
一
成

三
浦
　
　
章

小
林
喜
久
男

下
田
　
剣
吾

保
坂
　
好
一

高
橋
　
　
明

大
滝
　
浩
介

四
宮
　
安
彦

鈴
木
　
高
大

滿
武
　
琢
也

石
上
　
　
塁

松
本
裕
次
郎

高
橋
　
健
治

佐
藤
　
葉
子

野
上
　
慎
治

林
　
　
祥
子

小
倉
　
広
紀

三
浦
　
道
雄

議案番号 件　　　名

議案第４号 内みのわ運動公園リニューアル工事請
負契約の締結について

○ 
可決

議
　
長

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

認定第１号 令和７年度君津市一般会計歳入歳出決
算の認定について

○ 
認定 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ●

認定第２号 令和７年度君津市国民健康保険特別会
計歳入歳出決算の認定について

○ 
認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

認定第３号 令和７年度君津市介護保険特別会計歳
入歳出決算の認定について

○ 
認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

認定第４号 令和７年度君津市後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算の認定について

○ 
認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ●

君津市議会第３回定例会君津市議会第３回定例会  議案等の審議結果  議案等の審議結果令和８年
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•明るい将来の君津市について
•安心・安全で住みやすい君津市

について
•ＪＲ久留里線について

•地域経済の活性化について
•ボールパークを通じたまちづく

りについて
•有害鳥獣対策について
•快適で安心して暮らせるまちに

ついて
•ともに創る次世代につながるま

ちについて

•財政運営について
•重点取組施策について
•内みのわ運動公園リニューアル

事業について

•君津の未来を拓き、子どもたちの
幸せを育む教育の推進について

•安心・安全なまちづくりについて
•市役所職員の職場環境の改善に

ついて

•健康被害が出ているワクチンに
ついて

•市内における産業廃棄物最終処
分場について

•久留里線について
•千葉ロッテマリーンズ２軍本拠

地の誘致について
•社会インフラ設備の老朽化につ

いて
•安心・安全なまちづくりについて

•災害に強いまちづくりについて
•有害鳥獣被害対策のさらなる強

化について

•持続可能で活力あるまちづくり
について

•将来にわたり持続可能な財政運
営について

•市民の生命と暮らしを守る危機
管理について

•市民が主役の協働によるまちづ
くりについて

•市長の市政運営について
•市民の命を守るために
•通院や買物のための交通につい

て

•市長の政治姿勢について
•ＪＲ久留里線について
•環境行政について
•地球温暖化について

•福祉行政について
•災害対策について
•消防団について

P.6

P.6

P.7

P.7

P.8

P.8

P.8

P.9

明政会

令和新政

きみつ未来

諸派・希望にみらい

公明党

令和新政

麒麟

諸派・日本共産党

公明党

諸派・改革きみつ

四宮　安彦 四宮　安彦 議員

大和 ヒロシ 大和 ヒロシ 議員

石上　塁 石上　塁 議員

林 祥子 林 祥子 議員

高橋　健治 高橋　健治 議員

小林 喜久男 小林 喜久男 議員

下田　剣吾 下田　剣吾 議員

三浦　道雄 三浦　道雄 議員

野上　慎治 野上　慎治 議員

小倉　広紀 小倉　広紀 議員

第３回定例会において、１０人の議員が質問を行いました。

各議員の質問の大綱については下記のとおりです。（通告順）

マーカーの項目は、本文に内容を掲載しています。

なお、掲載記事は、質問した議員自らの寄稿によるものです。

一 般
質 問 QQ＆＆AA

市政を問う！市政を問う！

P.6

P.7

議
員
名

録画配信を
     ご覧頂けます
録画配信を
     ご覧頂けます
一般質問のページでは氏名
下部の二次元コードから各
議員の一般質問の録画配信
ページに移動できます
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令
和
新
政

議
員

大や
ま
と和 

ヒ
ロ
シ

高
齢
者
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

高
齢
者
の
単
独
世
帯
増
加
が
課
題
と
考
え
る
。
社
会

福
祉
協
議
会
で
実
施
し
て
い
る
有
償
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ビ
ス
「
あ
ん
し
ん
事
業
」
の
浸
透
が
重
要
と
考
え

る
が
、
市
の
関
与
・
連
携
の
状
況
を
伺
う
。

日
常
生
活
に
お
け
る
困
り
事
の
相
談
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
相
談
内
容
に
応
じ
て
当
事
業
を
案
内
す
る
と

と
も
に
、
必
要
に
応
じ
社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
な
ぐ
な
ど
、

連
携
を
図
っ
て
い
る
。

多
様
な
主
体
と
連
携
し
て
地
域
全
体
で
高
齢
者
の
暮

ら
し
を
支
え
合
っ
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、
高
齢
者

の
課
題
解
決
を
含
め
た
協
議
の
場
が
あ
る
の
か
伺
う
。

重
層
的
支
援
会
議
を
毎
月
開
催
し
て
お
り
、
高
齢
者

に
関
す
る
こ
と
を
含
め
、
複
数
の
分
野
に
ま
た
が
る

課
題
に
つ
い
て
、
情
報
共
有
や
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

出
初
式
の
見
直
し
に
よ
る
消
防
団
員
の
負
担
軽
減

消
防
団
に
よ
る
演
技
、
お
披
露
目
や
支
団
単
位
で
の

行
進
な
ど
の
見
直
し
は
行
わ
な
い
の
か
伺
う
。

出
初
式
で
行
う
訓
練
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
検
討
し
て
い
く
。

行
進
の
練
習
の
た
め
に
支
団
等
の
役
員
は
定
期
的
に

会
議
を
開
催
し
て
い
る
。
出
初
式
当
日
だ
け
で
な
く
、

見
え
な
い
部
分
の
把
握
を
し
な
い
と
、
今
後
の
消
防
団
の

維
持
に
つ
な
が
り
に
く
い
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

消
防
団
と
の
協
議
の
中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム
誘
致

公
園
に
人
は
住
め
な
い
の
で
、
選
手
寮
と
な
る
部
分

は
公
園
か
ら
切
り
離
し
、
地
目
は
宅
地
に
な
る
と
思

う
。
公
園
事
業
費
で
土
地
の
取
得
及
び
造
成
を
行
う
こ
と

は
財
政
法
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
予
算
の
用
途
外
使
用
に
あ

た
る
と
考
え
、
少
し
無
理
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
伺
う
。

予
算
措
置
に
つ
い
て
は
、
関
係
法
令
を
遵
守
し
、
適

切
に
対
応
し
て
い
く
。

貞
元
地
区
が
今
の
よ
う
な
状
態
が
保
て
て
い
る
の
は

高
齢
の
方
々
の
懸
命
な
努
力
に
よ
る
も
の
で
あ
る

が
、
十
年
後
、
二
十
年
後
も
維
持
す
る
こ
と
は
大
変
困
難

で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
高
齢
化
に
伴
っ
た

地
域
の
保
全
は
市
域
全
体
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

こ
の
事
業
で
他
地
域
の
問
題
ま
で
解
決
で
き
る
と
考
え
て

い
る
の
か
伺
う
。

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
の
取
組
は
、
市
域
全
体
に
波
及
し
て

い
く
取
組
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
久
留
里
線
の
代
替
バ
ス

地
域
に
と
っ
て
鉄
道
以
上
の
付
加
価
値
を
付
け
る
た

め
、
代
替
バ
ス
に
高
性
能
な
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー

を
搭
載
し
て
地
域
を
見
守
る
眼
と
し
て
の
機
能
を
担
っ
て

も
ら
い
た
い
が
、
見
解
を
伺
う
。

車
内
の
安
全
確
保
に
加
え
、
地
域
の
見
守
り
に
も
つ

な
が
る
こ
と
か
ら
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

ま
ず
は
地
元
企
業
が
参
画
で
き
な
く
て
は
！

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
整
備
は
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
地
元
企

業
が
参
画
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
重
要
。
受
注
機
会

や
事
業
参
加
機
会
の
確
保
に
向
け
た
市
の
考
え
を
伺
う
。

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、
建
設
時
に

お
け
る
経
済
的
効
果
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
整
備

後
の
運
営
や
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
等
に
お
い

て
も
市
内
事
業
者
が
継
続
的
に
関
わ
る
こ
と
で
新
た
な
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
展
開
や
雇
用
の
創
出
に
つ
な
が
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
在
進
め
て
い
る
整
備

事
業
者
の
公
募
、
選
定
に
お
い
て
は
市
内
事
業
者
の
活
用

を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
お
け
る
評
価
項
目
の
１
つ
と
す
る
と

と
も
に
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
の
機
会
を
通
じ
、
市
内
事
業
者

の
受
注
機
会
の
確
保
な
ど
に
つ
い
て
も
要
請
を
し
て
い
く
。

市
民
の
安
全
を
脅
か
す
違
法
わ
な

君
津
市
に
お
け
る
違
法
な
わ
な
の
実
態
や
防
止
策
、

さ
ら
に
は
市
民
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
安
全
啓
発
に
つ

い
て
現
状
を
伺
う
。

本
市
で
は
今
年
度
違
法
わ
な
の
連
絡
が
４
件
あ
り
、

計
７
基
の
設
置
が
確
認
さ
れ
た
。
県
や
君
津
警
察
署

と
現
場
確
認
を
行
い
、
誤
っ
て
人
や
ペ
ッ
ト
が
当
該
わ
な

に
か
か
ら
ぬ
よ
う
処
置
し
た
上
で
警
告
看
板
を
設
置
。
捕

獲
従
事
者
に
は
情
報
提
供
や
注
意
喚
起
、
市
民
に
は
メ
ー

ル
配
信
等
で
安
全
啓
発
を
行
っ
た
。
引
き
続
き
、
関
係
機

関
と
連
携
し
、
新
た
な
違
法
わ
な
の
情
報
収
集
や
実
態
把

握
に
努
め
注
意
喚
起
と
安
全
啓
発
を
行
っ
て
い
く
。

明
政
会

諸
派
・
改
革
き
み
つ

議
員

議
員

四し

宮み
や　
安や

す

彦ひ
こ

小お

倉ぐ
ら　
広ひ

ろ

紀き

Q

Q

QQ

Q A

A AA

A

QQQQ AAAA

▲録画配信

▲録画配信

▲録画配信
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今
後
の
財
政
状
況

ボ
ー
ル
パ
ー
ク
な
ど
の
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
た
と
し
て
、
財
政
状
況
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺
う
。

現
時
点
で
の
試
算
で
単
年
度
の
実
質
公
債
費
比
率
は

約
６
ポ
イ
ン
ト
、
将
来
負
担
比
率
は
約
65
ポ
イ
ン
ト

上
昇
す
る
見
込
み
だ
が
、
ど
ち
ら
も
早
期
健
全
化
基
準
を

下
回
り
健
全
な
状
態
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
と
想
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
試
算
は
全
て
一
般
財
源
で
算
定
し
て
い
る

が
、
実
際
に
は
球
団
か
ら
の
使
用
料
を
充
当
す
る
た
め
、

試
算
し
た
比
率
以
上
に
健
全
な
状
態
を
保
つ
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

指
定
管
理
者
制
度

指
定
管
理
料
は
賃
金
や
物
価
上
昇
を
反
映
す
る
た
め

ス
ラ
イ
ド
条
項
の
導
入
が
妥
当
と
考
え
る
が
、
見
解

を
伺
う
。

直
ち
に
ス
ラ
イ
ド
制
度
を
導
入
す
る
予
定
は
な
い
が
、

賃
金
や
物
価
の
高
騰
が
著
し
い
現
在
の
社
会
情
勢
に

お
け
る
指
定
管
理
料
の
あ
り
方
は
課
題
だ
と
認
識
し
て
い

る
。病

児
・
病
後
児
保
育

登
録
や
利
用
予
約
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

さ
ら
な
る
保
護
者
負
担
の
軽
減
は
可
能
か
伺
う
。

利
用
登
録
は
、
本
年
９
月
か
ら
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム
に

よ
る
受
付
を
開
始
し
た
。
利
用
予
約
は
、
先
進
自
治

体
の
運
用
状
況
や
費
用
対
効
果
、
実
施
施
設
に
お
け
る
課

題
な
ど
の
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

QQQ AAA

QQ Q AA A

車
中
泊
避
難
者
へ
の
支
援
を
充
実
す
べ
き
‼

熊
本
地
震
で
は
、
建
物
が
壊
れ
る
恐
怖
か
ら
車
中
泊

避
難
を
さ
れ
る
方
が
多
く
い
た
。
車
中
泊
避
難
に
対

す
る
支
援
を
充
実
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

車
中
泊
避
難
を
さ
れ
て
い
る
方
を
支
援
す
る
た
め
に

は
、
そ
の
所
在
の
確
認
が
必
要
で
あ
る
。
在
宅
避
難

と
同
様
に
車
中
泊
を
し
て
い
る
方
も
所
在
確
認
が
で
き
る

よ
う
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
を
検
討
し
て

い
く
。

放
置
車
両
へ
の
適
切
な
対
処
を
‼

千
葉
豪
雨
で
は
、
放
置
車
両
へ
の
対
処
が
大
き
な
課

題
に
な
っ
た
。
放
置
車
両
の
一
時
保
管
場
所
の
選
定

な
ど
事
前
の
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

こ
れ
ま
で
本
市
で
は
災
害
時
の
放
置
車
両
に
つ
い
て

経
験
が
な
い
が
、
対
策
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
た
ち
の
指
導
に
全
力
を
注
げ
る
体
制
に
‼

担
任
が
保
護
者
対
応
に
疲
れ
、
子
ど
も
達
の
指
導
に

力
を
注
ぎ
き
れ
て
い
な
い
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
精

神
的
ダ
メ
ー
ジ
か
ら
休
職
し
、
退
職
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス

も
発
生
し
て
い
る
。
担
任
を
保
護
者
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か
ら

守
る
仕
組
み
を
つ
く
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

保
護
者
か
ら
の
相
談
や
要
望
に
は
丁
寧
に
対
応
す
る

一
方
、
過
度
な
要
求
や
威
圧
的
な
言
動
に
は
、
学
校

と
し
て
組
織
的
に
対
応
し
て
い
る
。
現
在
、
具
体
的
な
判

断
基
準
や
対
応
手
順
を
示
し
た
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
い
る
。

健
康
被
害
が
出
て
い
る
ワ
ク
チ
ン

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
（
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
）
の
健

康
被
害
を
受
け
た
当
時
十
代
の
女
の
子
１
１
７
人
が

十
年
以
上
も
裁
判
を
し
て
い
る
。
本
市
で
は
、
ど
の
よ
う

な
方
法
で
副
反
応
の
周
知
を
し
て
い
る
か
伺
う
。

予
防
接
種
の
案
内
と
予
診
票
を
送
付
す
る
際
、
国
が

作
成
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
て
お
り
、
案
内

文
に
は
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
っ
て
重
大
な
健
康
被
害
が
生

じ
た
場
合
の
救
済
制
度
に
つ
い
て
も
明
記
し
て
い
る
。

久
留
里
線
の
代
替
交
通

千
葉
市
花
見
川
区
で
一
日
千
人
の
利
用
が
あ
る
バ
ス

が
廃
線
に
な
る
と
い
う
記
事
が
あ
る
が
、
バ
ス
を
走

ら
せ
る
だ
け
で
終
わ
る
話
で
は
な
い
と
思
う
。
も
し
久
留

里
線
廃
止
予
定
区
間
の
バ
ス
が
同
じ
よ
う
な
状
態
に
な
っ

た
場
合
、
市
は
ど
う
対
応
す
る
の
か
見
解
を
伺
う
。

地
域
住
民
の
移
動
手
段
を
将
来
に
わ
た
っ
て
確
保
す

る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
持

続
可
能
な
移
動
手
段
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

市
の
防
災
の
取
組

千
葉
県
で
は
局
所
的
な
大
雨
に
よ
り
車
の
水
没
な
ど

大
変
な
被
害
が
あ
っ
た
。
市
の
防
災
の
取
組
を
伺
う
。

君
津
市
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
避
難
所
の
環
境

整
備
、
非
常
食
な
ど
の
備
蓄
、
複
数
の
情
報
伝
達
手

段
の
確
保
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
災
害
応
援
協
定
の
締

結
を
進
め
、
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

QQ Q AA A

き
み
つ
未
来

議
員

石い
し

上が
み　
塁る

い

▲録画配信

公
明
党

議
員

野の

上が
み　

慎し
ん

治じ

▲録画配信

諸
派
・
希
望
に
み
ら
い

議
員

林は
や
し　
祥さ

ち

子こ

▲録画配信
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４
月
に
大
学
生
は
来
る
？
市
役
所
建
替
え
急
げ

市
長
が
今
す
ぐ
改
善
す
べ
き
と
考
え
る
こ
と
を
伺
う
。

ま
た
旧
大
和
田
小
の
大
学
の
寮
の
完
成
時
期
を
伺
う
。

こ
れ
ま
で
も
そ
の
時
々
に
必
要
な
見
直
し
や
改
善
を

行
っ
て
き
た
。
今
後
も
責
任
あ
る
市
政
運
営
に
努
め

る
。
旧
大
和
田
小
の
日
本
ウ
ェ
ル
ネ
ス
ス
ポ
ー
ツ
大
学
君

津
キ
ャ
ン
パ
ス
を
整
備
す
る
タ
イ
ケ
ン
学
園
に
確
認
し
た

が
、
学
生
寮
は
今
後
、
順
次
整
備
予
定
と
伺
っ
て
い
る
。

学
生
募
集
の
詳
細
を
把
握
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
だ

が
、
も
し
４
月
に
百
人
の
学
生
が
来
な
い
場
合
８
億

円
の
補
助
と
学
校
の
土
地
建
物
は
返
還
さ
れ
る
の
か
伺
う
。

８
億
円
の
補
助
金
は
施
設
整
備
に
出
し
た
。
大
学
も

現
在
学
生
を
募
集
し
て
お
り
、
今
は
答
え
ら
れ
な
い
。

野
球
場
は
25
％
の
予
定
地
が
確
保
で
き
て
い
な
い
。

市
長
が
も
う
少
し
地
権
者
に
配
慮
し
て
い
た
ら
と
私

は
考
え
る
。
公
園
と
し
て
整
備
す
る
以
上
、
住
宅
地
も
マ

ン
シ
ョ
ン
も
造
れ
な
い
。
民
間
の
ス
タ
ジ
ア
ム
で
な
い
た

め
建
設
費
も
維
持
管
理
費
も
高
く
つ
く
。
例
え
ば
事
業
に

寄
附
し
た
事
業
者
が
選
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
か
伺
う
。

現
在
、
公
募
中
で
あ
る
た
め
、
そ
う
い
っ
た
質
問
に

つ
い
て
は
、
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　

野
球
場
は
、
災
害
時
の
拠
点
で
あ
る
市
役
所
や
公
民

館
の
建
替
え
を
行
い
な
が
ら
で
き
る
仕
組
み
を
作
る

べ
き
だ
。
命
よ
り
も
優
先
す
べ
き
こ
と
が
野
球
場
な
ど
、

あ
る
わ
け
が
な
い
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

私
は
公
共
施
設
の
維
持
・
管
理
と
将
来
や
地
域
の
活

力
を
生
み
出
す
こ
と
を
両
立
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

QQ AA 災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

災
害
応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
企
業
、
団
体
等
が

参
加
す
る
訓
練
を
ど
の
程
度
実
施
し
て
き
た
の
か
、

ま
た
、
協
定
に
基
づ
く
要
請
か
ら
実
際
の
支
援
ま
で
を
確

認
す
る
実
践
的
な
連
携
訓
練
に
つ
い
て
伺
う
。

君
津
市
総
合
防
災
訓
練
で
は
協
定
締
結
団
体
に
も
参

加
い
た
だ
き
、
孤
立
集
落
対
応
訓
練
や
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
復
旧
、
支
援
物
資
の
搬
送
な
ど
実
践
的
な
訓
練
を
実

施
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
訓
練
の
実
施
に
よ
り
、
協
定
内

容
や
相
互
の
災
害
発
生
時
の
役
割
を
確
認
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
な
る
連
携
の
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化

鳥
獣
害
は
、
１
つ
の
農
地
だ
け
を
守
っ
て
も
、
隣
接

す
る
農
地
や
耕
作
放
棄
地
へ
鳥
獣
が
移
動
す
る
可
能

性
が
あ
り
、
地
域
全
体
で
の
対
策
が
重
要
。
個
々
の
農
業

者
へ
の
支
援
に
加
え
、
集
落
や
自
治
会
な
ど
地
域
単
位
で

の
防
護
柵
整
備
や
環
境
整
備
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
伺

う
。

自
治
会
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
、
有
害
鳥
獣
対
策
に

係
る
説
明
会
を
開
催
し
て
き
た
。
久
留
里
地
区
の
小

市
部
自
治
会
に
お
い
て
は
、
県
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
を

受
け
、
猿
に
対
す
る
環
境
管
理
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

集
落
単
位
で
の
侵
入
防
止
柵
の
整
備
や
環
境
管
理
の
有
効

性
を
市
民
に
周
知
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
有
害
鳥
獣
対
策
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
農
業
被
害
の
軽
減
に
努
め
て
い
く
。

公
明
党

議
員

高た
か

橋は
し　
健け

ん

治じ

▲録画配信

麒
麟

議
員

下し
も

田だ　
剣け

ん

吾ご

▲録画配信

後
期
基
本
計
画
と
今
後
の
市
政
運
営

後
期
基
本
計
画
の
策
定
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う
な
分

野
に
重
点
的
に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。
ま
た
今
後
の

市
政
運
営
を
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
進
め
る
の
か
伺
う
。

後
期
基
本
計
画
で
は
、
人
口
減
少
抑
制
、
人
口
減
少　
　
　
　
　

社
会
へ
の
対
応
の
両
面
か
ら
地
域
経
済
活
性
化
、
持

続
可
能
な
生
活
基
盤
確
保
、
若
年
層
の
定
住
促
進
等
を
重

点
的
な
方
向
性
と
し
て
分
野
横
断
的
な
取
組
を
進
め
る
。

ま
た
、
将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
今
と
希
望
の
持
て
る
未
来
、
そ
の
両
方
を
し
っ
か
り
と

作
り
上
げ
て
い
く
。

中
長
期
的
な
財
政
見
通
し

社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
加
、
公
共
施
設
や
イ
ン
フ

ラ
の
更
新
、
大
規
模
事
業
、
物
価
・
金
利
等
の
上
昇

を
踏
ま
え
、
中
長
期
的
な
財
政
見
通
し
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

歳
入
面
で
は
、
個
人
市
民
税
を
は
じ
め
、
市
税
収
入

全
体
に
お
い
て
も
増
加
を
見
込
ん
で
お
り
、
お
お
む

ね
１
９
０
億
円
台
で
推
移
す
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
歳
出

面
に
お
い
て
は
、
経
常
経
費
の
さ
ら
な
る
増
加
が
見
込
ま

れ
る
中
、
老
朽
化
す
る
公
共
施
設
へ
の
対
応
や
ボ
ー
ル

パ
ー
ク
整
備
等
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
事
業
な
ど

を
踏
ま
え
た
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
財
政
調
整

基
金
を
一
定
程
度
確
保
す
る
と
と
も
に
、
健
全
化
判
断
比

率
も
一
定
程
度
上
昇
す
る
も
の
の
、
健
全
な
状
態
を
保
て

る
と
見
込
ん
で
い
る
。

QA Q

QQQ Q

A

AAA A

令
和
新
政

議
員

小こ
ば
や
し林 

喜き

久く

男お

▲録画配信
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審
査
案
件
（
議
案
第
７
号
、
議
案
第

９
号
）

問　
八
重
原
中
学
校
体
育
館
の
雨
漏

り
補
修
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

雨
漏
り
箇
所
が
広
が
っ
て
き
た

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

部
分
的
な
対
策
で
は
な
く
、
屋
根
全

面
を
塗
膜
防
水
と
し
て
遮
熱
型
の
樹

脂
を
塗
装
す
る
も
の
。

問　
消
防
設
備
の
法
定
点
検
に
よ
り

指
摘
を
受
け
た
箇
所
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

小
学
校
で
は
45
項
目
、
中
学
校

で
は
41
項
目
の
指
摘
を
受
け
て
い
る
。

今
回
の
補
正
で
は
軽
微
な
も
の
の
改

修
を
予
定
し
て
い
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
）

諸
派
・
日
本
共
産
党

議
員

三み

浦う
ら　

道み
ち

雄お

（
仮
称
）
貞
元
総
合
公
園
整
備

２
０
８
億
円
も
の
事
業
費
に
驚
い
た
市
民
か
ら
怒
り

と
疑
念
の
声
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
こ
の
声
に
ど
う

応
え
る
の
か
。
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

２
０
８
億
円
は
本
事
業
の
全
体
の
整
備
費
で
あ
り
、

全
て
を
市
が
負
担
す
る
も
の
で
な
い
。
国
の
補
助
金
、

球
団
か
ら
の
使
用
料
、
寄
附
金
等
に
よ
り
市
の
財
政
負
担

を
軽
減
し
て
い
く
考
え
で
あ
り
、
本
事
業
に
よ
っ
て
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
削
減
を
行
っ
た
り
、
将
来
の
財
政
運
営
が
立

ち
行
か
な
く
な
る
も
の
で
は
な
い
。
市
民
生
活
を
守
る
こ

と
を
大
前
提
に
、
各
年
度
の
財
政
状
況
を
見
極
め
な
が
ら
、

着
実
に
事
業
を
進
め
て
い
く
。

こ
の
事
業
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
球
団
か
ら
の
初
期

投
資
が
な
く
、
君
津
市
が
肩
代
わ
り
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
る
が
、
市
民
の
税
金
を
使
う
こ
と
は
不
適
切
で
は

な
い
か
。

球
団
の
た
め
だ
け
に
施
設
を
整
備
す
る
と
い
う
も
の

で
は
な
い
。
市
民
の
健
康
づ
く
り
や
交
流
の
促
進
、

ま
た
防
災
機
能
を
備
え
、
新
た
な
ま
ち
の
拠
点
と
し
て
整

備
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
る
。

低
地
で
あ
る
事
業
計
画
地
は
、
豪
雨
時
に
大
き
な
被

害
を
受
け
る
と
思
う
が
、
防
災
拠
点
に
な
り
得
る
の

か
伺
う
。

地
域
防
災
計
画
に
位
置
づ
け
を
し
た
広
域
避
難
所
と

し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、
か
さ
上
げ
等
を
し
て
、
防

災
機
能
を
備
え
た
施
設
と
し
て
整
備
す
る
。

QQQ AAA

▲録画配信

審
査
案
件
（
議
案
第
１
号
、
議
案
第

２
号
、
議
案
第
５
号
か
ら
議
案
第
８

号
、
議
案
第
10
号
）

（
内
容
）
消
防
・
救
急
活
動
に
お
い
て
、

ち
ば
消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
等
と

の
交
信
に
使
用
し
て
い
る
デ
ジ
タ
ル

無
線
機
を
更
新
す
る
も
の
。

問　
更
新
す
る
機
器
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

今
回
の
更
新
で
は
、
デ
ジ
タ
ル

無
線
機
の
う
ち
携
帯
型
を
16
台
、
卓

上
型
１
台
を
更
新
し
、
新
た
に
可
搬

型
１
台
の
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

本
年
度
か
ら
３
年
間
で
40
台
の
更
新

を
予
定
し
て
い
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
）

問　
財
政
調
整
基
金
だ
け
で
な
く
、

本
基
金
に
も
積
み
立
て
る
理
由
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

老
朽
化
す
る
公
共
施
設
へ
の
対

応
を
計
画
的
か
つ
着
実
に
進
め
る
に

あ
た
り
、
税
収
の
減
少
な
ど
不
測
の

事
態
に
お
い
て
も
、
本
基
金
を
活
用

し
整
備
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
積
み
立

て
る
。

問　
県
の
道
路
工
事
に
よ
り
再
築
す

る
設
備
を
本
市
も
費
用
負
担
す
る
こ

と
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

道
路
改
良
に
よ
り
再
築
す
る
防

火
水
槽
及
び
消
火
栓
は
設
置
か
ら
長

い
年
数
が
経
過
し
て
い
る
た
め
、
県

か
ら
支
払
わ
れ
る
補
償
費
は
水
利
の

再
築
に
要
す
る
事
業
費
の
お
お
む
ね

半
分
で
あ
り
、
不
足
す
る
額
を
市
で

負
担
す
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
）

各
常
任
委
員
会
で
は
、
付
託
さ
れ
た
議
案
等
を
そ
れ
ぞ
れ
審
査
し
ま
し
た
。

審
査
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
議
案
名
は
、議
案
等
の

審
議
結
果(
４
ペ
ー
ジ
)
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

委委

会会
のの

焦

点

員員

問問

問問

問

答答

答答

答
総
務
常
任
委
員
会

教
育
福
祉
常
任
委
員
会

議
案
第
５
号

財
産
の
取
得

議
案
第
７
号
（
補
正
予
算
）

公
共
施
設
整
備
基
金

積
立
金

議
案
第
７
号
（
補
正
予
算
）

校
舎
等
維
持
補
修
事
業

消
防
水
利
整
備
事
業

中
学
校
消
防
設
備

改
修
事
業

佐藤葉子委員長

鶴岡一成委員長
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問　
本
庁
舎
改
修
事
業
の
効
果
を
伺
う
。

答　

本
庁
舎
に
つ
い
て
、
平
成
29
年
の
東
西

の
塗
装
に
続
き
、
南
北
の
塗
装
及
び
防
水
対

策
を
行
っ
た
こ
と
で
、
長
寿
命
化
に
資
す
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

意
見　

庁
舎
の
東
西
と
南
北
で
は
面
積
が
大

き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
修
繕
の
際

は
施
工

箇
所
を

検
討
し
、

面
積
の

平
準
化

を
図
ら

れ
た
い
。

一
般
会
計

認
定
第
１
号

効
果
を
検
証
し
、

次
年
度
予
算
へ
反
映

佐藤葉子委員長

　
９
月
９
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
委
員

　
９
月
９
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
委
員
１２１２
名
か
ら
な
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が

名
か
ら
な
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
９
月

設
置
さ
れ
、
９
月
１６１６
日
か
ら

日
か
ら
１８１８
日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
令
和
７
年
度
君
津
市
一
般

日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、
令
和
７
年
度
君
津
市
一
般

会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
並
び
に
企
業
会
計
決
算
の
認
定
案
件
５

会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
並
び
に
企
業
会
計
決
算
の
認
定
案
件
５

件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
慎
重
審
査
の
結
果
、
認
定
第
１
号
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
、
認
定
第
２
号
か
ら

　
慎
重
審
査
の
結
果
、
認
定
第
１
号
に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
、
認
定
第
２
号
か
ら

認
定
第
５
号
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ

認
定
第
５
号
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
全
員
異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
認
定
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
委
員
会
に
お
け
る
主
な
質
疑
等
、
審
査
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
委
員
会
に
お
け
る
主
な
質
疑
等
、
審
査
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

審
査
案
件
（
議
案
第
３
号
、
議
案
第

４
号
、
議
案
第
６
号
、
議
案
第
７
号
、

議
案
第
10
号
、
陳
情
第
７
号
）

（
内
容
）
内
み
の
わ
運
動
公
園
の
新

た
な
魅
力
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
、

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
‐
Ｐ
Ｆ
Ｉ
を
活
用
し
整
備

す
る
も
の
で
、
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方

式
に
よ
り
プ
ー
ル
な
ど
の
解
体
の
ほ

か
、
多
目
的
広
場
の
芝
生
整
備
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
や
ト
イ
レ
の
改
修
な
ど

の
請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

問　
事
業
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

プ
ー
ル
等
の
解
体
撤
去
に
約

２
億
５
千
９
６
０
万
円
、
多
目
的
広

場
の
改
修
に
約
１
億
１
千
４
７
０
万

円
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
に
約

８
千
３
８
０
万
円
を
見
込
ん
で
お
り
、

そ
の
他
に
は
、
日
本
庭
園
な
ど
の
園

路
、
体
育
館
内
の
ボ
イ
ラ
ー
、
植
栽

や
ベ
ン
チ
の
整
備
、
体
育
館
フ
ロ
ア

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
ト
イ
レ
の
洋
式

化
、
デ
ザ
イ
ン
看
板
の
設
置
等
を
予

定
し
て
い
る
。

賛
成
討
論　

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
整
備
や
飲
食
店
等
の
店
舗
が
予
定
さ

れ
る
な
ど
、
新
た
な
魅
力
の
創
出
に
努

め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
評
価
で
き
る
事

業
で
あ
る
。

（
全
会
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
）

反
対
討
論　

Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
は
雇
用
の
維

持
と
産
業
競
争
力
を
保
ち
な
が
ら
、
脱

炭
素
を
達
成
す
る
た
め
に
現
実
的
な
解

決
策
で
あ
り
、
国
の
主
導
に
よ
っ
て
安

全
基
準
等
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
本
陳

情
を
採
択
す
る
こ
と
は
、
我
が
国
の
地

球
温
暖
化
対
策
の
歩
み
を
止
め
る
こ
と

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
た
め
、
採
択
に

反
対
す
る
。（
※
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
：
国
が

進
め
る
、
二
酸
化
炭
素
を
回
収
し
地
層

中
に
貯
留
す
る
事
業
）

（
賛
成
な
し
で
不
採
択
と
す
べ
き
も
の

と
決
定
）

建
設
経
済
常
任
委
員
会下田剣吾委員長

問

問

答

答

賛
成
討
論

反
対
討
論

意
見

議
案
第
４
号

内
み
の
わ
運
動
公
園

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

陳
情
第
７
号

「九
十
九
里
沖
Ｃ
Ｃ
Ｓ
事
業
※

の

中
止
撤
回
を
国
に
求
め
る
意
見

書
」
採
択
に
関
す
る
陳
情
書

内みのわ運動公園
イメージパース

外壁改修中の本庁舎
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問　
移
住
体
験
ツ
ア
ー
の
成
果
を
伺
う
。

答　

参
加
者
の
希
望
に
合
わ
せ
て
市
内
の

ス
ー
パ
ー
や
病
院
・
学
校
な
ど
を
案
内
し
て

お
り
、
二
組
の
方
が
市
内
に
中
古
住
宅
を
購

入
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
一
組
が
市
内
に
転
入

さ
れ
て
い
る
。

問　
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
等
福
祉
タ
ク
シ
ー

事
業
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

君
津
地
区
で
１
千
４
０
６
名
、
小
糸
地

区
で
１
２
９
名
、
清
和
地
区
で
31
名
、
小
櫃

地
区
で
17
名
、
上
総
地
区
で
38
名
が
利
用
し
、

枚
数
と
し
て
は
２
万
２
千
７
０
８
枚
が
利
用

さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
７
４
９
枚
が
令
和
６

年
度
の
利
用
範
囲
等
の
見
直
し
に
よ
り
、
新

た
に
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。

問　
ひ
と
り
親
家
庭
自
立
支
援
事
業
に
お
け

る
公
正
証
書
の
作
成
費
の
助
成
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

令
和
７
年
度
は
３
件
、
６
万
９
千
円
の

助
成
を
行
っ
て
い
る
。

意
見　

養
育
費
の
未
払
い
を
防
ぐ
た
め
、
公

正
証
書
の
作
成
は
肝
要
で
あ
り
、
子
ど
も
達

の
安
心
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

問　
有
害
獣
の
捕
獲
頭
数
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

県
内
で
も
有
害

獣
の
捕
獲
頭
数
は
増

加
傾
向
に
あ
る
が
、

本
市
の
捕
獲
頭
数
約

８
千
頭
は
県
内
上
位

で
あ
る
。　
　

意
見　

有
害
獣
に
よ
る
農
作
物
等
へ
の
被
害

額
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
捕
獲

頭
数
の
増
加
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い　

問　
中
古
住
宅
補
助
事
業
の
実
績
及
び
事
業

効
果
の
検
証
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

令
和
７
年
度
は
27
件
の
補
助
を
行
い
、

そ
の
う
ち
の
11
件
が
市
外
か
ら
の
転
入
で
あ

る
。
ま
た
、
事
業
効
果
の
検
証
に
あ
た
っ
て

は
、
現
在
の
住
環
境
の
評
価
、
市
外
へ
の
転

出
の
意
向
な
ど
も
含
め
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
、
今
後
の
住
宅
施
策
に
資
す
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
市
民
文
化
ホ
ー
ル
の
改
修
に
あ
た
っ
て

予
定
さ
れ
て
い
る
工
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

改
修
に
あ
た
っ
て
は
、
７
種
の
工
法
か

ら
安
全
性
、
材
料
調
達
、
施
工
方
法
、
屋
根

へ
の
荷
重
、
音
響
性
能
の
復
元
、
工
期
、
費

用
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
た
う
え
で
、
準

構
造
耐
震
天
井
一
体
化
天
井
（
軽
量
鉄
骨
）

の
工
法
を
選
択
し
て
お
り
、
改
修
に
よ
っ
て

安
全
性
の
確
保
は
も
と
よ
り
、
点
検
足
場
を

設
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
改
修
後
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
性
の
向
上
も
見
込
ん
で
い
る
。

問　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及
率
と
削

減
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

普
及
率
と
し
て
は
令
和
７
年
７
月
時
点

で
88
．
１
％
、
前
年
と
比
較
す
る
と
６
．
６

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
い
る
。
平
成
25
年
度

か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
13
年
間
で
は
約

42
億
２
千
４
０
０
万
円
の
削
減
効
果
が
あ
っ

た
と
試
算
し
て
い
る
。

問　
滞
納
繰
越
分
普
通
徴
収
保
険
料
の
徴
収

率
が
向
上
し
て
い
る
理
由
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

令
和
６
年
度
よ
り
原
課
に
よ
る
差
し
押

さ
え
を
開
始
し
、
令
和
７
年
度
に
改
め
て
滞

納
繰
越
分
の
調
査
を
行
い
、
61
件
を
差
し
押

さ
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
収
納
率
が
向
上
し

た
。

問　
介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金
の
活
用

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て

準
備
基
金
約
４
億
１
千
万
円
を
活
用
し
、
本

来
６
千
２
２
０
円
の
保
険
料
基
準
月
額
を

５
千
８
０
０
円
と
し
て
い
る
。
次
期
計
画
期

間
に
お
い
て
も
基
金
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

保
険
料
上
昇
の
抑
制
を
図
る
。

反
対
討
論　

要
求
し
た
資
料
の
一
部
に
つ
い

て
、
非
公
開
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
認
定
第

１
号
に
つ
い
て
反
対
す
る
。

賛
成
討
論　

認
定
第
１
号
に
つ
い
て
は
、
扶

助
費
等
の
義
務
的
経
費
や
物
価
高
騰
・
労
務

単
価
の
上
昇
な
ど
厳
し
い
状
況
の
中
、
子
育

て
、
教
育
、
住
ま
い
の
３
つ
の
施
策
を
重
点

と
し
て
、
総
合
計
画
に
掲
げ
る
各
事
業
が
着

実
、
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
。
補
正
予
算

に
お
い
て
は
、
物
価
高
騰
や
台
風
被
害
等
に

対
し
て
早
期
に
対
応
を
行
い
、
市
民
生
活
に

寄
り
添
う
内
容
で
あ
っ
た
と
評
価
す
る
。
認

定
第
２
号
か
ら
認
定
第
５
号
に
つ
い
て
も
適

正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
理
解
す
る
。

　

君
津
市
議
会
基
本
条
例
の
規
定
に
基
づ

き
議
員
間
討
議
を
行
い
、
９
月
30
日
の
本

会
議
の
委
員
長
報
告
に
お
い
て
、
以
下
の

事
項
に
つ
い
て
、
委
員
会
全
会
一
致
の
意

見
と
し
て
、
市
へ
申
し
添
え
を
行
い
ま
し

た
。

①
寄
附
金
に
関
す
る
情
報
の
公
開
に
関
し

て
、
寄
附
者
名
や
金
額
の
公
開
・
非
公
開

に
つ
い
て
は
、
寄
附
者
の
意
向
が
尊
重
さ

れ
る
べ
き
と
認
識
し
て
い
る
が
、
あ
わ
せ

て
議
会
に
対
し
て
も
適
切
な
情
報
提
供
が

な
さ
れ
る
よ
う
寄
附
を
受
け
る
際
の
手
続

き
等
に
つ
い
て
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ
と
。

②
学
校
や
道
路
等
の
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
、

老
朽
化
が
進
む
中
、
学
校
内
で
生
徒
が
怪

我
を
す
る
事
例
等
も
発
生
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
確
実
に
予
算
を
確
保
し
、
計
画
的

な
修
繕
に
努
め
る
こ
と
。

③
中
古
住
宅
取
得
補
助
事
業
は
、
空
き
家

の
利
活
用
や
定
住
促
進
に
大
き
な
効
果
が

あ
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、
事
業
の
再
開

を
望
む
こ
と
。

問問

問問 問

問問

問問 答答

答答 答

答答

答答

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

認
定
第
２
号

介
護
保
険
特
別
会
計

認
定
第
３
号

討
　
論

反
対
討
論

賛
成
討
論

申
し
添
え
事
項

委
員
会
の
意
見
を
集
約
し
、

執
行
部
へ
申
し
添
え
を
行

い
ま
し
た

意
見

意
見
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・アプリをダウンロードいた
だいたら、起動して「君津
市」と検索してください。
•「日本語」で読むを選択す
ると誌面を読むことができ
ます。

・アプリをダウンロードいただいた
ら、起動して「お住まいの地域」
で君津市を選択してください。
・スクラップ機能で範囲を指定して、
記事の気になる部分を指定して切
り抜き、画像として保存できます。

アプリをダウンロードいただくことで、
いつでもどこでもスマホやタブレット
などで「議会だより」を閲覧すること
ができます。

視察先　北海道千歳市、夕張市

窓口DX推進事業について（千歳市） 財政再生計画の取り組み等について（夕張市）

　千歳市は、令和6年3
月にDX推進計画を策
定し、全庁的な推進体
制とDX人材の育成を進
めている。窓口業務にお
いては、申請書作成を支
援する「書かない窓口」
や、LINEを活用した証

明書申請・決済ができる「行かない窓口」を導入してい
る。利便性向上や職員の負担軽減が期待される一方

　夕張市は、炭鉱の閉山により急激な人口・税収減少
が生じた。打開策とした観光施設への投資が過剰だっ
たことや、行政体制の効率化や歳出削減が遅れ、財務
処理上の問題も重なって財政再生団体となった。財政
再建では、人件費・事務事業・公共施設等を徹底的に
見直し、市民生活へ大きな影響を伴う厳しい改革が進
められた。夕張市の事例からは、人口減少を前提とし
た長期的な財政計画、投資効果の検証、透明な会計
処理の重要性が示唆されるとともに、大型資産の取得
には綿密な目標設定と計画が必須になると感じた。

で、導入にあたっては市民への普及や機器の保守など
の課題も含めて検討する必要があると感じた。

1 2

視察先　新潟県佐渡市、上越市

空き家等を活用した移住定住の推進について（佐渡市）

観光振興について（佐渡市）

　佐渡市では空き家活用に官民連携で取り組んでい
る。国の補助金等を活用し、企業誘致、サテライトオフ
ィス、お試し住宅、二地域居住など様々な角度から施
策を展開し、一定の成果が出ている。本市でも地元不
動産業者・自治会・庁内各部署が連携するワンストッ
プ窓口の構築や補助制度の見直し、地域主体の空き
家活用などが取り入れられると感じた。

　佐渡市相川地区では、古民家を活用した分散型ホ
テルにより、通過型観光から滞在型観光への転換を
進めている。補助金、政府系金融機関、民間資本を組
み合わせて資金を確保し、地域の飲食店や商店と連

1

2

農地の大区画化とスマート農業の推進に
ついて（上越市）

　上越市では、県・市・JA・土地改良区が連携し、農
地中間管理機構や県の支援制度を活用して、農地の大
区画化を進めている。併せて、自動操舵や可変施肥な
どのスマート農業技術の導入により、作業時間の削減
と経営の効率化を実現している。本市では小櫃地域4
土地改良区の再編を契機に、地域の地形に応じたほ
場整備、農家の合意形成、スマート農業導入の推進が
必要だと感じた。

携しながら地域経済の
循環を図っている。専門
人材の活用、既存建物
の再生、補助制度・金融
手法の研究を進め、地
域の特色を生かした観
光振興につなげること
が必要だと感じた。
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※いずれもアプリのダウンロードは無料ですが、通信費は利用者の負担になります。

スマートフォン用アプリで
「議会だより」を
ご覧いただけます。


